
「とちぎの食と農業アクションプロジェクト」
～令和６年度の取組実績について～

資料１－１
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【令和６年度の主な取組】

①各種コンテストの開催
・ロゴマーク・キャッチフレーズ
・地産地消レシピ＆フォト
・食と農業ＰＲ動画

②食と農業トークショーの開催
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①各種コンテストの開催
ロゴマーク・キャッチフレーズの募集

応募期間 令和６年12月６日～令和７年１月15日

応募総数 389点

賞

(作品番号)
優秀賞（No.142） 優秀賞（No.245） 優秀賞（No.254）

ロゴ

マーク

キャッチ
フレーズ

育てよう、とちぎの「食」の
みらい

未来の食卓を、みんなの手で。
育てて。食べて。喜ぶ。とちぎの

人から。

受賞者 鹿沼市 田口義尚さん 宇都宮市 稲田亜虹さん さくら市 尾股祐子さん
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①各種コンテストの開催
地産地消レシピ＆フォトコンテスト

応募期間 令和６年12月16日～令和７年１月24日

応募総数 124点

賞

(作品番号) 最優秀賞 （No.13） 優秀賞 （No.15） 優秀賞 （No.181）

フォト

レシピ名 ニラと干瓢のペペロンチーノ あいかサラダ かんぴょう焼き小籠包

受賞者 宇都宮市 circleGo！さん 宇都宮市 芝田龍星さん 兵庫県 こっこさん
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①各種コンテストの開催
食と農業ＰＲ動画コンテスト

応募期間 令和６年12月16日～令和７年２月７日

応募総数 13点

賞

(作品番号) 最優秀賞 （No.９） 優秀賞 （No.２） 優秀賞 （No.８）

動画

動画名 食と農業ＰＲ動画
栃木県のいちごがアホほど

美味いワケ
美菜で色づく栃木の食卓

受賞者 神奈川県 石下倖平さん 富山県 レボレポさん 埼玉県 斎藤彩加さん

※ 使用を希望する場合は、栃木県農政課までご連絡をお願いします。

各受賞作品を上映いたします 5



②食と農業トークショー

開催日：令和７年２月22日（土）
（花と苺のフェスティバルでのステージイベント内）

目 的：農業の現状や生産者の農業に対する思いの発信

ゲスト：UTSUNOMIYA BASE
渡邉裕規さん（宇都宮ブレックス現役選手）
西澤代志也さん（栃木ＳＣ元選手）

内 容：農業を始めた経緯、UTSUNOMIYA BASEの活動 等 6

約160名の観客を魅了



【各構成団体の取組】

① 栃木県農業振興公社（とちぎ食と農ファン拡大体験講座）

② 大田原市（大田原とうがらしの郷づくり推進協議会）

③ 塩谷町（しおやスローマーケット）
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【栃木県農業振興公社】
とちぎ食と農ファン拡大体験講座
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目 的：県民の食と農の理解を促進し、とちぎの農産物へのファンを拡大するため、

とちぎの食と農をより深く学ぶことができる農作業体験や調理体験の開催

開催日：５回（令和６年７月～令和７年２月）

参加者：県内の児童・生徒（中学生以下）とその保護者等 41名

参加者の感想：

「食の大切さや農業の大変さ・楽しさを体験ができて、子供達に良い刺激と勉強になった。」

「とちぎの農業が学べる有意義な講座だったので来年も参加したい。」 等

第１回新じゃが収穫体験 第４回スイートポテト調理体験



【大田原市】
「大田原とうがらしの郷づくり推進協議会」の取組

栃木三鷹の更なるＰＲ及び豊かな地域社会づくりに向け、小中学校への農業

体験やイベントの開催、他業種との連携による商品開発等の取組が評価され、

令和６年度豊かなむらづくり全国表彰事業において『農林水産大臣賞』を受賞
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市内小中学校への苗の配布 ほ場見学会（生産者の会）

とうがらしフェスタ さんたからあげ（商品開発）



【塩谷町】しおやスローマーケット企画
親子農スポーツフェスと農産物＆加工品の直売会
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目 的：環境にやさしい農業の取組みの理解を深める

開催日：令和６年11月９日（土） 10:00～13:00

場 所：塩谷町役場 横の田んぼ（有機農業実証ほ場）

内 容：米袋とび競争、大玉ころがし、つなひき、

しっぽとりゲーム 他



【県の農産物ＰＲ・農業への理解促進に関する取組等】

①地産地消の拡大

②とちぎの農村めぐり

③いちご王国・栃木プロモーション

④花と苺のフェスティバル

⑤栃木県牛乳消費拡大月間
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①地産地消の拡大
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＜地産地消モデル展開＞
県内の社員食堂や学生食堂等での地場

産物の導入実証

○実績
・３施設（大学、企業、病院）での実証
・実証の結果を踏まえた事例集を作成後、

展開予定

＜学校給食における地産地消推進＞
地域と連携した給食メニューづくりや地域

内供給体制の構築の支援

○実績
１町、１団体へ支援
※いずれも、地産地消給食メニューの開発・提供を実施



＜情報発信の取組＞

・スポット情報：548件

・ブログ：313件

・Instagram ：フォロワー約3,650人

・LINE ：登録者約7,100人

※ スポット・ブログ記事について、
エリア・季節・カテゴリで絞込検索が可能

＜誘客促進イベントの開催＞
○デジタルイベント
 「とちぎの農村めぐり#とち農ミッション2024」

農村地域で体験できるスポットを紹介

農村地域の魅力ある施設等を紹介

○ＳＮＳ

農村地域で開催されるイベント等を紹介

・参加者数約2,000人

・LINEを活用したクイズとスタンプラリー

・栃木県道の駅連絡協議会と共催で開催

・85施設が参画

（例：農産物直売所、フルーツ狩り、農村レストラン）

とちぎの農村めぐりＨＰ

農村地域の魅力や都市と農村の交流に関する情報を広く発信し、ファンやリピーターの増加、回遊性
の向上、滞在時間の延長等を促進し、本県農村地域の活性化や所得向上を図る

②とちぎの農村めぐり （R7.1.31時点）

○専用ＨＰ

・R6年度(4～1月) 訪問者数：196,809人
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③「いちご王国」プロモーション

「いちご王国・栃木の日」を記念したイベントを開催

期 間 令和７年１月19日（日）
場 所 栃木県庁及び議会議事堂など
内 容 ・いちご王国マルシェ

・ステージイベント
・出張いちご狩り体験
・いちご型熱気球搭乗体験
・プロスポーツチームによるスポーツ体験 など

いちごを贈る文化を後押しし、全国に栃木のいちごの
ファンを拡大する“大切な人にいちご♡を贈ろう運動”
を啓発するため、プレゼントキャンペーンを実施

期 間 令和７年１月11日～２月28日
場 所 県産いちごの配送を行う県内直売所や道の駅

観光いちご園など

＜「いちご王国・栃木の日」記念イベント＞＜「いちご♡を贈ろう運動」キャンペーン＞
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④花と苺のフェスティバル

写真 写真

目 的：県産花きの生産振興と消費拡大を図るため、子どもを中心とした若い世代に
栃木の花を触れてもらい、花への愛着を深めてもらう等

開催日：令和７年２月22日（土） 10:00～15:00

場 所：栃木県庁

内 容：ステージイベント(栃木県花の展覧会表彰式、いちご王国パフォーマンス、
高校生による花活けパフォーマンス等)、フラワーディスプレイ
体験教室（お花の染色教室、プロが教えます！買ってアレンジ教室ほか）
切り花、鉢花、いちご、いちごスイーツの販売、ミニ体験コーナー 等
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⑤栃木県民牛乳消費拡大月間
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○目的
県産牛乳の消費拡大を図るため、８月を「とちぎ☆夏ミルク」、12月を「とちぎ☆冬ミルク」キャッチ

コピーに、県民への理解を深める取り組みや、栃木県牛乳普及協会と連携したキャンペーン等を実施

【とちぎ☆夏ミルク（８月）】
・パック・トゥ・ザ・マウンテン（県職員の牛乳の消費を促進する取組）
・ミルククイズ（県庁15階において、こどもを対象としたクイズを実施）
・とちぎ☆夏ミルクプレゼントキャンペーン（主催：栃木県牛乳普及協会）

【とちぎ☆冬ミルク（12月）】
・パック・トゥ・ザ・マウンテンPart２（８月の取組を継続して実施）
・とちぎ☆冬ミルク牧場（折り牛牧場）（県庁15階に、県民参加型のコーナーを設置）
・とちぎ☆冬ミルクプレゼントキャンペーン（主催：栃木県牛乳普及協会）
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